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｜ はじめに

このたびはEENOURインバータ一発電機DK3000iSをお買い上げいただき誠に
ありがとうございます。

安全に正しくお使いいただくために、ご使用前にこの取扱説明書を必ずお読みく
ださい。

安全に関する表示について

本書では、運転者や他の人が傷害を負ったりする可能性のある事柄を下記表示
を使って記載し、その危険性や回避方法などを説明しています。これらは安全上
特に重要な項目です。必ずお読みいただき指示に従ってください。

｜＆危険｜
｜＆警告｜
｜＆注意｜
｜②禁止｜

｜①指示｜

人が死亡または重傷などを負う可能性が高いと考えられる内容です。

人カ旬E亡、または重傷などを負う可能性が想定される内容です。

入力t損傷を負う可能性および物的損害の発生が想定される内容です。

取扱においてその行為を禁止します。

指示に基づく行為を強制します。

この取扱説明書は、仕様変更等によりイラスト、内容が一部実機と異なる場合があ
ります。



安全にお使いいただくために一一一一一一一一一一一一一一一一1～2
各部の名称と取り扱い一一一一一一一一一一一一一一一一一一一3～7
・各部の名称一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一3

・コントロールパネル部 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一4

・各部の取り扱い一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一5～7

運転前の点検－－－－－－－－－一一一一一一一一一一一一一一一一一一一8～9
・燃料の給油一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一8

・エンジンオイルの給油 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一9

・本機周辺の点検 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一9

発電機のか付方一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一10

・エンジンの起動一一一一一一－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－一一－－－－－－－－ 10 

・エンジンの停止一一一一一一一－一－一－－－一－一－一－－－－－－－－一一－一－一－一－－一－－ 1 0 

電気の取り出し方

・AC電源一－一－一－一－一－一－一－一－一－一－一－一－一－一－一－一－一－一－一－一－一－一－一－一－一－ 1 1 

•USB電源 一－一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一l1 
．並列運転－－－－－－－－－一一一一一一一一一一一一一一一一一－－－－－－－－－－－－－ 12 

点検・整備の仕方一－一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一13～15
・定期点検表 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一13

・エンジンオイルの交換一一一一一一一一一一一一一一一一一一一13

・点火プラグの点検と清掃一一一一一一一一一一一一一一一一一一14

・燃料タンクストレーナーの清掃一一一一一一一一一一一一一一一－－14

・工アタリーナエレメントの清掃一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一15

運搬する場合にはー一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一－16

一時保管・畏期保管一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一17

不具合時の対応一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一－－－18

仕様商元 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一19

E纏国一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一－－－20 
保証期間およびお問い合わせ一一一一一一一一一一一一一一一一ー担

保証書 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一22



｜ 安全にお使いいただくために ｜ 

運転、保守、点検の前に必ずこの取扱説明書、および商品本体に貼付されている

ラベル全てを熟読し、正しくご使用ください。商品の知識、安全の情報そして注意

事項の全てに習熟してからご使用ください。

「 ＆危険

＠ 燃料補給時など耀科取扱時には、火気厳禁
タバコを吸ったり、炎や火花などの火気を近づけないでください。燃料はエンジンを
止めてから補給してください。燃料への引火や火災の原因となります。

② 本機付近に障害物や危険物、燃えやすい物を置かない
建物およびその他の設備からlm以上離して設置してください。火災や故障の原因と
なります。

② 燃料をこぼさない
燃料がこぼれた場合は、きれいに拭き取り、乾かしてからエンジンを始動してくださ
い。拭き取った布切れなどは、火災と環境に十分に注意して処分してください。

② 車内、テント肉、倉庫など室内および換気の悪い場所では運転しない
エンジンの排気ガスには有害な物質が含まれているため、ガス中毒を起こす原因と
なります。

② 傾斜地で使用しない
平坦・水平で硬い場所で使用してください。また、運搬時は燃料を抜いてください。燃
料タンクキャップやキャブレターから燃料がこぼれ、火災の原因となります。

② 本橋の周りにガソリン、または危険物や燃えやすい物を近づけない
本構から出~排気ガスは熱くなります。本機や本機に聾続された電気構器に損傷を
起こすだけでなく、思わぬ事故を起こす原因となります。

② 電力会社からの電気回線には絶対接続しない
本機や接続の電気機器を故障させたり、火災あるいは人身事故の原因になります。

② 雨の中や水のかかる場所では使用しない
南や水で濡れた発電機や接続の電気機器を使用したり、また浦れた手で操作すると

感電するおそれがあり危険です。
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｜ 安全にお使いいただくために ｜ 

（ 企危険

＠ 械を分解、縄、輸しない

取扱説明書に記載されている以外の分解や修理・改造は絶対に行わないでください。異常動

作してけがをする、また本機や本構に接続された電気機器が故障する原因となります。

② エンジンを始動させる前に必掲嗣酬を行う

人身傷害や機械の破損を防止することができます。手や足をはさんだり、恩わぬ事故が起きる

原因となります。

② 醐保管前には棚タンクやキヤルター肉の酬を蹄鵬、帽を鳩や凱輔の

おそれのない場所に保管する

被き取った燃料は火災や爆発の原因となりますので、適切に処理してください。

＠ 点検帽婦時は必ずエンジンを停止い眠ってエンジン糊勤しないようにエンジンスイッ

チをOFFtlJ位置にし、点火プラグキャップを取り外す
エンジン停止直後のエンジン本体や排気口などは非常に熱くなっています。やけどをしないよ

うに、各部が十分に冷えてから作業を行ってください。

「 A警告
＠ 動〈なってい耕気ロやエンジン舗をさわらない

やけどの原因となりますL

② 柿に竃撞砂ぼこり油じん雌などがか持場所では慨しない

エンジン留品の早期摩耗の原因となります。始動時や運転中は、高圧コードや点火プラ夕、点火

プラグキャップに触れない感電の原因となります。

② エンジン郡や排気口脚＋分に冷え各紙械にカバーを掛ずない

火災の原因となります。

＠ 闘中に昔、欄などで異常を感じたら直ちにエンジンを停止する取り外す

お買い上げ販売店またはサービス店にお申しつけください。燃料が皮膚や衣類にこぼれた場合

は、石けんと水で直ちに洗い、意外は取り替える燃料を飲み込んだり、燃料蒸気を吸い込んだ

り、燃料が目に入ったりした場合には、直ちに医師の惨察を受けてください。

＠ 湖、保管、臨時のいずれも械が落下、棚、酬などはいよう水平を保つ

エンジンが故障したり、残っているかノリンがあふれたりする場合がありまれ特に運搬時には転

倒しないようロープなどでしっかり固定してください。
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I 舗の名称と取り扱い ｜ 

取っ手

防霞カバー（左側）

リコイルスターターグリップ

防霞カバー（右側｝

エアクリーナー
メンテナンスカバー

オイルメンテナンスカバー
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コントロールパネル

点火プラグメンテナンスカバー

排気口



I 舗の名称と取り扱い ｜ 

｜コントロールパネル部｜
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①エコスイッチ ②電力使用目安表示ライブ ③ LCDディスプレイ

④過負荷警告ランプ ⑤出力表示ランプ ⑥オイル警告ランプ

⑦燃料残量目安表示ライブ ⑧ACリセットスイッチ ⑨AC出力コンセント30A

⑩マルチスイッチ ⑪ USBポート ⑮周波数切替スイッチ

⑮アース端子 ⑩AC出力コンセント20A ⑮並列運転帽子

⑮ACプロテクタ
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I 舗の名称と取り扱い ｜ 

｜各部の取り扱い｜

1.蝿斡タンクキャップつまみ

燃料タンク内と外気との通気穴の開閉装置でも

本機を運転、停止する時に禄作しまも

•ON （開）：発電機運転時

•OFF（閉）：停止、運搬、保管時

2.マルチスイッチ｛蝿鵬コック聾チョークノブ】

燃料コックヒチョークを制御いエンジンの始動、停止を行いま弘

・チョーク：エンジンが冷えている状態からエンジンをかけるときの位

置です。リコイルスターターグリップを引き、エンジンがかかりしばらく

したら、『運転」の位置にしてください。

・運転：エンジンが温まっている状態（再始動、夏季な白からエンジン

をかけるときの位置です。

・停止：初期状態でも停止および保管、運撮時の位置です。

3.リコイルスターターグリップ

エンジンを始動させるときに使用します。

4.出力要示ランプ・過負荷警告ランプ・オイル警告ランプ

・出力表示ランプt緑）：発電が始まると点灯します。インバータが使用
可能であることを示しま事、

・過負荷警告ランプ（赤）：発電申に使用電気機器に異常があった場

仁コ 仁コ 二」 ｜合や、過負荷のときに出力表示ランプが消え過負荷警告ランプが点
企 ⑥ 智 1 ｜ 灯し、電気が取出せなくなります。

・オイル警告ランプ（尉：本機にはオイJI;が少ない場合に自動的にエ

ンジンが停止するオイルアラー卜機構が内蔵されていま1九エンジン

オイルが不足し焼付きが起こる前にこの機構が働急エンジンを停止

させオイル警告ランプが点灯します。
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I 舗の名称と取り扱い ｜ 

｜各部の取り扱い｜

。
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ACプロテクタ
：“λ” 
固崎が値舗す畠

5.ACリセットスイッチ

過負荷警告ランプが点灯および出力表示ランプが消灯し、電気が取

り出せなくなったとき、このポタンを押してリセットすることで、出力表

示ランプ亦点灯し電気の供給が再開されます。

このボタンを押す前に下記を確認してください。

・本機から使用している電気機器を取り外してくださし、

・電気の取り出しすぎがないか：使用する電気機器怯必ず定格

出力肉で使用してください。

6.AC'.ブロテタタ

AC出力コンセントの温度がACプロテクタ（過熱保隆装置）に股定さ

れた温度を超えた時にACプロテクタポダンが飛び出して“断勺ζな

り、電気が取出せなくなります。接続配線に異常がないか、また電気

の取出し過ぎがないカ、確認してからACプロテクタを“入”にします。

7.LCDディスプレイ

発電機の出力電圧、周波数、累積使用時聞がローテーションで表示

出力電圧・周波愈・使用時間 ｜ されま渉、

…口
ON-OFF  

50-Hz-80 

⑥田⑥

8.エコスイッチ

・ON（作動）：工コモードを使用します。電気機器を使用すると自動的

にエンジンは電気の使用量に応じたエンジン回転数となり、電気機

器を使用しないときは自動的に低速運転になります。燃料消賓と騒

音を減らします。

•OFF幌除）：エコモードを使用しません。電気機器の使用

の有無にかかわらず、エンジンは定格回転で運転します。

9.周適量切替スイッチ

周波数の切り替え（SOHz。60Hz)を行うスイッチです。エンジンを始
動する前に、接続する電気機器に合わせて周波数を切り替えてくださ

い。エンジン運転中に周波数を切り替えることができません。
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I 舗の名称と取り扱い ｜ 

｜各部の取り扱い｜

⑨
②
叩

出
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幅掴W

♀ 9 
竃輯掴刷ー，

10.アース描手

感電防止のアース線を取り付ける端子です。本機に接続する

電気機根がアース付きプラグの場合は、本機も必ず接地（アー

ス）してください。

11.USBポート

USBポートからスマホ、タブレツトなどのUSB機器に充電でき

ます、

12.AC出力コンセント20A

AC出力コンセント20Aから普通の電気機器に給電可能です。

電気機器の消費電力の合計がヨooowを超えないようにしてく
ださいゅ

13.AC出力コンセント30A

消費電力が2000W.以上の電気機器に給電した場合、このコンセ

ントを使ってください。また、NEMA規格L6-30Pに準拠した引

揖プラグ句。売部品）を使用してください。

参考プラグ：

・アメリカン電機（掛製3322N・L6/3322R・L6

．（株）明工社製MH7173W/MH7173B

14.並§lj温藍蝿手

並列運転をする時にコンセントボックスコードを差し込む端子

で1九接続コードは並列運転コンセントボックス句U売部品）を必
ず使用してください。コンセントボックスはお買いあげの販売店

にご注文ください。
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I 運転前の点検

本機には「燃料』と「エンジンオイル」の2種類が必要です。下記をよくお読みいただき、必ず給油してか
らご使用ください。

｜燃料の給油｜

燃料タンクキャップを外し、燃料を給油しますロ作業は本機を水平にして行ってください。2回目以降の
使用時：中にガソリンが残っていても劣化している恐れがあります。30日に1園、新しいガソリンに交換
してください。

燃料給油キャップ

使用線科： ¥. 
無鉛ガソリン（自動車用レギュラーガソリン） ）治燃料タンク容量：
4L（赤レペルまで）

｜ 企警告

② 
禁止

＠ 
指示

・給油中は、タバコの火や他の火種になるようなものを近づけないでください．また、金属部に手
を触れるなどして、身体に帯電した静電気を除去してから給油作業を行ってください．
－エンジンが熱い時は給油しないでください。エンジン停止直後なピエンジンカ鳴い時に給油す
~と引火のおそれがあります。

・給油は、換気の良い場所でエンジンを停止してから行ってください。
・燃料を飲み込んだり、燃料豪気を吸い込んだり、または燃料が固に入ったりした場合は、直ちに
医師の診断を受付てください。また燃料が皮膚や衣鎮にこぼれた場合は石鹸と水で直ちに洗い、
衣類は取り替えてください。
・必ず無鉛レギュラーガソリンを補給してください。高温度アルコーJI；含有燃料を補給すると、エ
ンジンや燃料系などを損傷する原因となります．

I A注意

② 
禁止

＠ 
指示

－燃料は規定量以上（ストレーナの赤レペル以上｝、給油しないでください．燃料が漏れるおそれ
があります。
－軽油、灯油や粗悪ガソリンなどを補給したり、不適切な燃料添加剤は使用しないでください。z
ンジンなどに恵影智を与えます。
・古い燃料肱使用しないでください．携行缶などて・長期保管したガソυン陪、エンジン始動不良
や故障の原因となります．

・ガソリンは自然劣化しますので30自に1回、定期的に新しいガソリンと入れ脅えてください．
．燃料の給油時、燃料タンク内に水・冒・氷・ゴミが入らないように注意してください。また、こぼれ
たときは、直ちに布きれなどで完全にふさ取ってください。
－ガソリンを一時的に保管・運搬するときは、消防法に適合した携行缶を使用してください。特に
ペットボトルに保管すると、ガソリン内にペットポトルの成分が溶け出し、エンジンに恵髭響を及
ぽすおそれがあります．
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I 運転前の点検

｜エンジンオイルの給油｜

1.ロック①を回し、オイルメンテナンスカバー＠を手前に号｜いて取り外します。
2.オイルプラグ③を外して濁斗（ロート）をオイル給油口に差し込み、本機を水平にしてエンジンオイル
を規定量給油しますh
3.給油したらオイルプラグを取り付け、確実に締め付けます。オイルメンテナンスカバーを取り付けます。

崎

三

五

市

治
信
｜
｜
完

ha民
司

口

推奨オイル：
4サイクル用エンジンオイル
SAElOW-30もしくは10W-40API分類SE級以上

エンジンオイル規定量：0.45L

②
制

－給油中は、タパコの火や他の火種になるようなものを近づけないでください。また、金属部に手
を触れるなどして、身体に帯電した静電気を除去してから給油作業を行ってくださ仙
•Iンジンが熱い時は給油しないでください．ヱンジン停止直後などZンジンが熱い時に給油す
ると引火のおそれがあります．

＠ 
－給油は、換気の良い場所でエンジンを停止してから行ってください。
－オイルを飲み込んだり、オイル蒸気を吸い込んだり、またはオイルが固に入ったりした場合は、
直ちに医師の診断を受けてください。またオイルが皮膚や衣績にこぼれた場合は右鹸と水で直ち
に洗い、衣類は取り替えてください。

｜本機周辺の点検｜

・燃えやすい物（特にガソリンやエンジンオイルな的や危険物は置いていませんか。
．周囲に火の気はありませんか固
・風通しは良いですか、また換気は十分ですカ、。
・傾斜地で使用していませんか。
・使用場所が小石、土、砂利等で凸凹していたり、やわらかい場所で使用していませんか。やむを得ず使
用す~場合は、本機の下に板などを敷いて本機を安定させてください。
－建物および他の股置物からlm以上離れていますか。また、排気口および吸気口は風通しの良い、広い
場所に向けてありますか。
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I 発電機のかけ方

｜エンジンの起動｜

l.燃料タンクキャップつまみをON（閲）にします。

3.リコイルスターターグリップを軽〈引き出し、重
くなった状態から努いよく引き、エンジンを起動さ
せま1九リコイルスターターグリップは手を添えて
ゆつくりと元に戻してください。

｜エンジンの停止｜

2.マルチスイッテをチョークの位置にします。ただ
しエンジンが暖まった後の再始動時や環境温度
が高い時は直接［運転］の位置にします。

竺ご冶

｝ 
am 

4.起動後エンジンの回転が安定したら、マルチス
イッチを［運転］の位置にします。約3～5分間、無
負荷で暖機運転を行なってください。

1.電気標具のスイッチをOFFにします。電気標具のプラグをコンセントから抜きま宮、
2.エンジンスイッチを［停止］の位置にしてエンジンを停止します。
3.エンジンが充分に冷えてから、燃料タンクキャップつまみをOFF（閉）にします。

・リコイルスターターグリップは勢いよくEI いてくださ凶始動時のエンジン回転カ彊くなると点火
火花が飛ぴエンジンがかかりま昔、エンジン回転が遅いとエンジンがかからないことがありま昔、
．リコイルスタータハンドルを数回引いてエンジンカ噛勤しない時は、2的f聞ほど努電機を換気性
の良い場所に置いて、『発電縫のかけ方』に従い、再度起動を鼠みてください．
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I 電気の取り出し方

1.周波数切換えスイッチを掻続する電気機器の周波数に合わせます。
2.発電機に接続する電気機器を大地にアースした場合は、発電機の本体も必ずアースしてください。
3.「発電機のかけかた」に従ってエンジンを始動します。数秒後、出力表示ランプ（舶が点灯していること
を確認します。
4.接続する電気機器のスイッチが切れていることを確毘し、ACコンセントヘ電気機器のプラグを確実に
差込みま宮、
5.電気機器のスイッチを入れます。正常運転（定格負荷）でご使用の場合は、出力表示ランプ舗覇。が点灯
し続けます。
6過負荷運転や使用電気機器が異常を起こした場合~1、出力表示灯（絹りが消え、過負荷警告ランプ（赤
）が点灯し続け、電気力t取出せなくなります。
この場合、電気機器のプラグを取り外してください。そして、ACリセットスイッチを押してリセットすること
で、出力表示ランプ幅）が点灯し電気の供給が再開されます。

1.「発電機のかけかた」に従ってエンジンを始動します。数制P後、出力表示ランプ（緑）が点灯していること
を確認します。
2.USB機器のケーブルをUSBポートに差し込みます。

・電力会社からの電気E線には絶対に接続しないでください。火災や人身事故、本場や本機に接
観された電気機器が故障する原因となります。

」－ A注意

② 
禁止

＠ 

・電気器具の合計負荷使涜、直涜の合計｝が発電機の取り出し可能範囲を超えた過負荷で使用
しないでください．発電機損傷の原因となりま1九

・精密樋器・電子制御樽棒・パソコン・電子計算機・マイコン付機密および充電極頚への使用は、
発電機の工ンジンノイズ〈原動機雑音）の影唱障を受付ない距麟を確保してください。また、近くに
ある他の電気製品がエンジンノイズ（原動機維音〕に影響されないことを確認してください。
・医療樋樺への使用は、事前に医療機密会社・医師・病院などに確思の上ご使用ください。
・電気工具類・汎用モーター類の一都には、取り出し可能範囲が上E表内の数値肉でも起動電
涜が大きく使用できないことがあります。この場合は電気器具メーカーにご祖談ください。
・コンブレッサや水中ポンプなとえ起勤時に大竃涜が涜れる電気器具を使用したとき、過負荷警
告ランプが数秒間点灯する場合がありますが、乙れは故障ではありません．
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I 電気の取り出し方

｜並列運転｜

この発電機はDK3000iS同士(2台｝の組み合わせで並列運転す否ことができま，、

1.並列運転コンセントボックス（別売部品）のコ－ 2.二つの発電機の周波数切換えスイッチを接続

ドをそれぞれの発電機の並列運転端子ヒアース端 する電気機器の周波数にあわせます。
子に接続しままb

並到星組コンセントポッヲZ

対1:11川｜
｜＠事手＠
ゆ＼」－

揖列車歳子
CJl!ll!商品｝

3.並列運転コンセントボックスに接続する電気機器を大地にアースした場合は、並列運転コンセントボッ
クスの本体も必ずアースしてください。
4.『発電機のかけ方」に従ってそれぞれの発電機を始動します。
5.接続する電気機器のスイッチが切れていることを確思し、並列運転コンセントボックスのコンセントヘ
電気機器のプラグを差込みます。
6.電気栂器のスイッチを入れます。正常運転でご使用の相合は、ニつの発電槍の出力表示ランプ（事量｝が
点灯し続けます。

・指定する発電櫨以外に肱絶対に接続しないでください。
・盤列運転を行っているとき、盤.JIJ運転コンセントボックスコードを外さないでください．
並列運転コンセントボックスは、エンジン始動前に按銃し、エンジシ停止後に外してください．

I ＆注意

＠ 

・並列運転コンセントボックスの3DAコンセントから電気を取り出すに陣、NEMA規格L6-3DPI二
準拠した引婚プラグ捌売却耐を使用してください．
参考プラグ；アメリカン電機（船製3322N-L6/3322R-L6、（樹明工社製MH7173W/MH7173B
．並列運転コンセントボックスの5DAコンセントから電気を取り出すには、NEMA規格14-5DPに
準拠したプラグ捌売郵船を使用してください．
参考プラグ：ハッペJl-(HubbelO社ILHBL9451C/HBL9452C 
・単独運転をする時は並列運転コンセントポックスコードを必ず外してください。並列翠転コンセ
ントボックスコードを接続したまま、一方の発電4胞のエンジンを止めて、電気を取出さないで〈だ
さい．
・エンジン起動前に、複線す各電気繊磁のスイッチが切れていることを確寵してください．電気機
器のスイッチが入ってい否払電気梅器が急に作動し、思わぬケガや事故を起こす可能性があり
ま宮E
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I 点検・盤備の仕方

初圃tl>l7，月後 37，局毎 6T月毎 127.局毎

対像画匹晶 a匝積項目 蛤露店繍 また肱 また肱 または また肱
20時岡 50時間 l即時田 200時間

運転． 運転毎 温程毎 遺伝毎

エンジンオイル
・量の点検 ． 

・交挽 ．※l ． 

編” －量、酒れの点横 ． 

ヱアクリーナー
指・掴蝕M・に、劣よる化点の検目観と ． 

・清掃 ・2製2
・点機ヒ清掃 ． 

点火プラグ
・交鋤 ． 

銀斜タシクストレーナー ・汚れ、踏まりの目視点
機および清掃 ． 

マ？， ワイヤネット ・清掃 ． 

舛. ・取り付けボルト＠ゆる ． 
み櫨毘

※l初回のみ、1ヶ月後または20時間運転後にオイル交換を行ってください。
※2ほこりの多い場所で作業した場合は、定期点検時期より早めに点検を行ってください。

｜エンジンオイルの交換｜

1.工ンジンを始動し、2～3分暖気運転をしてから停止します。工ンジンオイルが排出しやすくなります。
2. 
3.ロツク①を固~オイルメンテナンス力J ＇＼一②を手前に引いて取り外します。
4.;;fイルプラグ＠を外し、付屑の工ンジンオイJレ拐t出周ホ一スを取り付けま’-,, 
5.発電機本体を傾けて工ンジンオイルを抜きます。
6.付属のエンジンオイル排出用ホースを外~漏斗をオイル給油口に差し込みます。
7.本機を水平にしてエンジンオイルを規定量給油しますロ
8.給油したらオイルプラグを取り付け、確実に締め付けます。オイルメンテナンスカバーを取り付けます。

推If;jイJJ,:4サイクル周エンジンオイルSAElOW-30もしくは10W-40API分類SE級以上
エンジンオイル規定量：0.45L
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I 点検・盤備の仕方

｜エアタリーナエレメントの清掃｜

1.ロック
①を回し、エアクリーメンテナンスカバー
②を手前に引いて取り外します。

① 

② 

3.「洗い油』または『水で薄めた中性洗剤」
でエレメントを洗浄します。洗浄後、エレメ
ントを布で包み押しつぶすようにしぼります。

地ゐ
s.エレメントを工アクI）ーナ本体にはめ
込みます。エアクリーナカバーを元の位置
に戻し、スクリュを締め付けます。

2.スクリユをゆるめて、エレメント（空気ろ過掛
を取り外します。

圃圃争

白 白
4.エレメントをエンジンオイルにひたし、押しつ
ぶすようにしぼります。オイルが霊れない程度
に余分なオイルを取り除いてください。

i~－； 
6.工アクリーメンテナンスカバーを確実に取付
けます。

・涜い泊は引火しやすいので、タバコの火や他の火種になるようなものを近づ付ないでください。
火災の原因になりま1九

」一 企注意

②制
・エレメントは絶対にきつく絞らないでください。破れてエンジンが不調になることがありますh
・エレメントを取り付けていない状態ではエンジンを絶対に始動させないでください。ピストンや
シリンダーの摩耗の原因になります。

＠ ・ヱアクリーナーが目詰まりすると出力不足や燃料消費が多くなるので、ほこりの多い場所で使用した場合は、定期点検時期より早めに清摘してください。
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運搬する場合には ｜ 
発電機を自動車・トラックなどの車両で運搬する場合は、以下を必ず守ってください。

1.マルチスイッチを『停止』の位置にします。
2.エンジンが十分に冷えてから、燃料タンクキャップつまみを「OFF」の位置にします。
3.燃料タンクキャップおよびストレーナを取り外し、市販の手動式ガソリン用ポンプを使用して燃料を抜
きます。なお、電動式ポンプは使用しないでください。

4.織料タンクキャップおよびストレーナを取り付けます。
5.本機が落下、転倒、破損などしないような場所を選んで積載し、ロープなどでしっか
り圃定しまヲ、

I_  ＆警告

② 

＠ 
指示

－振動、衝撃などで燃料タンクの燃料がこぼれるおそれがありますので、燃
料タンクに燃料を給油したまま運搬しないでください。
－燃料が気化して引火するおそれがありますので、発電機を車内やトランクなどに積書Eしたまま、
長い時間直射日光の当たる場所に放置しないでください。
・火災のおそれあり、車両に積噂したまま使用しないでください．
．発電機の上に重い物を置かないでください。

・火災のおそれがありますので、予備の般料は消防法に適合した鉄製の携帯タンクに保管してく
ださい。
－本機が移動、横倒、落下、破損などしないような位置に積載してくだ古い．
特に横倒したまま運憶すると、エンジンがかからなくなるなとスエンジン故障の原因となります。
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I 一時保管・長期保管

使用後または定期運転後、次回の使用が3ヶ月以降になる場合は『一時保管』を、ぞれ以上長期に渡って
使用しない場合は「長期保管」を行ってください。これらを符わないと、故障の原因となります。

｜一時保管の場合｜

1.燃料タンクキャップおよびストレーナを取り外し、市販の手動式かノリン周ポンプを使用して燃料を抜
きま事、なお、電動式ポンプは使用しないでください。

2.燃料タンクキャップおよびストレーナを取り付けます＝
3.燃料タンク内のガソリンを抜いた後、発電機を起動します。（10ページ参冊
4.無負荷運転（電気機器は接続しない）を行ってます。エンジンが「ガス欠状態」で停止するまで待ちます。
燃料タンク肉の燃料残量によって「ガス欠状態」になるまでの時聞は変わります。
5，エンジンが停止しましたら、右側の防霞カバーのネジをゆるめて、防霞力パ一を取り外します。
6. 
7.キヤブレタ一のドレンパイプを容器で受け、ドレンネジをドライバーで弛め燃料を抜きます。キャブレタ
内のガソリンを抜かずに長期間放置すると、ガソリンが変質しエンジンがかからなくなる場合があります。

8.ドレンネジを締め付け、ドレンパイプを元に戻します。
9.防護カバーを取り付けて、ネジを確実に締め付けます。
10.マルチスイッチを「停止」の位置にし、燃料タンクキャップつまみを『OFF』の位置にしま官、
11.室内で湿気力叩Pなく換気の良い場所に保管しま1九

｜長期保管の場合｜

1ア一時保管”の1～10の作業を行います。
2.点火プラグを外し、プラグ孔からエンジンオイルを3～Sml給油します。
3.リコイルスターターグリップを2～3回ゆっくりと号｜いた後、点火プラグを取り付けま昔、
4.リコイルスターターグリップをヨ｜き、重くなった状態恒輔状働にします。
5.各部の水、ほこりなどの汚れをきれいに清掃します。
6.発電機にカバーを掛け、室肉で湿気が少なく換気の良い場所に保管します。
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I 不具合時の対応

故障は行き届いた点検整備により未然に防ぐことができます。故障の多くは、取扱いの不慣れや不十分
な点検に起因しています。まずご自身で次の点検を行い、その上でなお異常がある場合はむやみに分解
しないでお買い上げの販売店にお問い合わせください。

R .えられる原因 処置 ，，，．ページ

線料が入っていない 燃料が入っていない 8ページ

オイル警告ランプ（事）が点灯している
エンジンオイルを給油する 9ページ→工ンジンオイJI<が入っていない、量由。少ない

燃料タンクキャップつまみがOFFになっている ONにする 1日ページ

エンジンのかけ方に不足などがある 正しいがけ方を再確思する lGページ

エンジンが冷えている場合 lGページ
や冬鋼砿「チョ-!1」

マルチスイッチの位置圃盤

エンジン古電
エンジンが冷えている揖合 10.ページ

始動しない
や冬期は「チョーウ」

エアクリーナーの汚れ エアクリーナーの清婦 15ページ

点火プラグかぶり、汚れ、破損 点検・清掃・受像 14ページ

本鳴が傾いている
水平にする 9ページ→オイルアラート樺構の作動

問題のある錨料、エンジンオイルによ吾 正しい掴桝・エンジンオイル 四ページ

エンジン不調 に入れ嘗え 13ページ

マルチスイッチの位置爾盤
起庫噂t、マルチスイッチを『運転」

10.ベータの位置に戻す

暖気運転が足りない 暖気遺書量を行う 10ページ

エンジンが 権散の電気纏器を使用すーなど怠に大き 電気を少しずつ取り出す’k分動いた な電気を取り出した
後止まる

点火プラグの劣化 点火プラグの点検・受換 1市電ージ

キャブレターが詰まっている キャブレターの清掃

エンジンオイルの入れ過ぎ
エンジンオイルを排出して規定

13ページ
マフラーから

量を注入する

白煙ti出高 錨級なt三指定以外のエンジンオイル 指定のエンジンオイルを
を使用する 使用す吾 9ページ

過負荷膏告ランプ側が点灯・点誌 過負荷の原固または使用犠具
出力ランプが消灯す吾 の異常を改書する 11ページ

・Jo;が取り 水申ポンプ、コンプレッサーな主主起勤時
工コモ－i:をOFFにする 6ページ

出せない
に大電漉が漏れる電気栂栂を使用

シートをかふ噌ている、または屋内で使用 本梅周辺を点横す吾、また肱
9ページするなどして本樋の温虚が高〈なってい吾 屋外で使用する
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I 仕様諸元

．． DK3000iS 

発電留型式 多極界磁回転型

相徹 単相

カ寧 1 

定格出力 3.0kVA 

実：•(AC>
定格竃E IOOV 

定格竃君臨 30A 

定格周波数（切普却 50Hz/60Hz 

直涜（USB)
定格電圧（USB-刈 SV 

定格電流（USB-刈 lA/2.lA 

績舗
交涜過．涜保償援置 電子式

交流通熱保鹿装置 電子式

エンジン種類 空冷4ストロークOHVエンジン

総携気量 145cc 

使用燃科 無鉛レギュラーガソリン
エンジン

点火プラグ ASRTC {TORCH) C7HSA(NGK) 

エンジンオイル
4サイクル用エンジンオイルSAEIOW-30もしく
は10W-40API分類SE級以上

エンジンオイル規定量 0.45L 

婦関タンク容量 4L 

連観運転時嗣
定格連続運転時：艇J2.Sh
1/4負荷連続運転時：終J6h※l

膚音レベJ!.(7m) 59dB※2 

始動方式 リコイル式

使用環境温度 -S°C～40・c
す鎗（会長×会帽×倉田 48x29x44cm 

舵婦E量 2lkg 

この仕様諸元は改良のため予告なしに変更することがあります。
※1：ヱコモードON時
※2：仕様簡元表に表示した騒音値は、エコモードON（作動中）時で、機側7m、四方向の算術平均値
で1九異なる環境下での騒音はこの数値と変わる場合があります。
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I 保証期間およびお問い合わせ ｜ 
－本製品の保証期聞はお買い上げより一年間となります。

・本製品の仕様~;i;予告なしに変更する場合がありますL予めご7承ください。

・本製晶は使用電子部品の製造中止で、生産及び販売終了となる場合があります固予めご了承ください。

．お問い合わせの瞭、お客様ヘ確実に迅速に対応させていただくため、あらかじめ下記の事項をご確認

の上、ご連絡ください。

①商品名

②ご繭入先及びご注文番号

③故障の状況（できるだけ詳しくご説明ください。メールでお問い合わせいただいた場合以不具合症状

に関する写真または動画を添付いただけると幸いです。）

－ご不明な点や故障に関するご相談は、お買い上げの販売店、または下記営業窓口にお問い合わせくだ

さい。

E昌也届温z・
図 sup po同＠eenou仁com

受付時間：10:00-13:00、14:30・18:30
｛士・日曜、祝祭日・年末年始および当社指定休業日は除く）
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I 保盟書

本保証書は再発行いたしません。大切に保管してください。

保証書

ロロロ 名 EENOURインバータ一発電機

ロEロ] 番 DK3000iS 

購入日 年 月 日

保証期間 上記己購入目より1年間（消耗品を除く）

ご住所
T口口巴一口口巴円

お客様
電話

お名前
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

様

1.取扱説明書、注意事項などにしたがって正常な使用状態で故障した場合に限ります．

2.保証期間内に前項に該当する故障由明生した場合に限りますa
3.消耗品に闘しましでは、保証対象外となります。
4.保笹期関内でも次の場合は、有料修理となります。
＊本書のご提示がない場合や、購入目、販売店名の記事2がない場合。
＊使用上の誤り、他店・個人での修理、分解、改造、調整による故障等。

＊お買い上げ後の移動、落下、天災地変、異常旬圧による故障。

5.保証書の発行により、ご薦入者の法律上の権利を制限するものではありません．

免責事項

法律上の暗求の原因の種績を聞わずいかなる場合においても、本製品の使用または、使用不健から生ずる薗接損害、間接規
書（I事誕利益の損失、事業の申断、事業情報の揖失等］、特別損害、付随的損害、経済的革大極書［逸失した司自J払ビジネス
上の収益、信用あるいは節約すぺかりし費用を含む］、他の棚仲部品に対するデ－~の損失または揖書、第三者からの賠
償箇求に基づ〈調書、身体障害｛身体障害Ii:起因する究亡及び怪我を含むp；：関して、弊祉は一切の責任を負わないものと
させて頂きます．
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